
『
護
法
真
言
』
と
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』の

　
関
係
性
に
つ
い
て
の
再
考
察

石
井
（
田
中
）
正
稔

豊
山
学
報
・
第
六
六
号

弘
法
大
師
御
生
誕
千
二
百
五
十
年

記
　
念
　
特
　
別
　
号
　
抜
　
刷

令
和
五
年
三
月
発
行

真
言
宗
豊
山
派
総
合
研
究
院
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『
護
法
真
言
』
と
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』の
関
係
性
に
つ
い
て
の
再
考
察

石
井
（
田
中
）
正
稔

一
、
は
じ
め
に

『
護
法
真
言
（
北
方
毘
沙
門
天
王
隨
軍
護
法
眞
言
（
１
））』

は
、
不
空
仮
託
毘
沙
門
天
経
軌
類
（
２
）に

属
し
て
お
り
、
入
唐
僧
の
円
行
（
七
七
九
～

八
五
二
）
に
よ
っ
て
請
来
さ
れ
て
い
る
（
３
）。

当
該
文
献
中
に
は
、
画
像
法･

作
壇
法･
成
就
法
と
い
っ
た
内
容
が
説
か
れ
、
密
教
儀
軌
と
し
て
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
一

方
で
、
異
様
且
つ
乱
雑
な
箇
所
が
内
容
中
に
散
見
し
て
お
り
、
不
空
の
名
を
借
り
て
中
国
で
編
纂
さ
れ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い

文
献
と
も
い
え
よ
う
（
４
）。

以
上
の
性
格
を
持
つ
『
護
法
真
言
』
に
は
、
説
か
れ
て
い
る
内
容
に
関
し
て
類
似
す
る
文
献
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
そ
れ
ら

の
中
で
、
特
に
般
若
斫
羯
囉
（
生
没
年
不
詳
）
訳
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
（
５
）』

と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
（
６
）に

お
い
て
取
り
上
げ
て

き
た
が
、
不
十
分
な
考
察
且
つ
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
保
留
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
改
め
て
『
護
法
真
言
』
と
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
の
関
係
性
に
注
目
し
、
再
検
証
を
加
え
て
い
き
、
両

文
献
の
関
係
性
お
よ
び
『
護
法
真
言
』
の
全
体
像
を
可
能
な
限
り
把
握
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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二
、『
護
法
真
言
』
に
つ
い
て

『
護
法
真
言
』
内
容
構
成
表

№

主
内
容

項目No.

概
要

該
当
頁
（
大
正
二
一
、
№
一
二
四
八
）

1

呪
の
説
示

1

呪
文

二
二
五
頁
中
二
九
～
下
八

2

呪
の
受
持
法

2'-1
畫
像
法

二
二
五
頁
下
九
～
二
二
六
上
一

2'-2
壇
の
作
成
と
供
養

2'-1

 

毘
沙
門
天
（
神
）
現
身
法

3

成
就
法
①

3

成
就
法
（
二
種
）

二
二
六
頁
上
一
～
六

4

作
壇
法

4'-1

作
壇
法

二
二
六
頁
上
六
～
二
〇

4'-2

呪
師
へ
の
功
徳（
金
銭
授
与
）

5

成
就
法
②

5

成
就
法
（
四
四
種
）

二
二
六
頁
上
二
〇
～
二
二
七
頁
中
八
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6
 

印
契
の
説
示

6'-1

諸
法
の
印

二
二
七
頁
中
八
～
一
九

6'-2

根
本
印

6'-3

吉
祥
天
女
印

7
『
護
法
真
言
』
の
功
徳

得
益

7'-1

供
養
と
解
穢
陀
羅
尼

二
二
七
頁
中
一
九
～
二
九

7'-2

讃
天
王
の
頌

○
構
成
と
内
容

『
護
法
真
言
』
は
、
大
正
蔵
一
頁
半
程
度
の
短
編
で
、
章
或
い
は
品
な
ど
で
区
切
ら
れ
て
な
く
、
ほ
ぼ
散
文
の
み
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
内
容
に
関
し
て
は
、
凡
そ
七
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
筆
者
の
判
断
）。
※
右
頁
の
内
容
構
成
表
を
参
照

先
に
も
述
べ
て
い
る
通
り
、
当
該
文
献
の
内
容
中
に
は
、［
呪
の
説
示
・
呪
の
受
持
法
（
畫
像
法
）・
作
壇
法
・
成
就
法
・
印
契
の

説
示
］
が
説
か
れ
て
お
り
、
密
教
儀
軌
の
要
素
を
充
分
に
含
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
成
就
法
（
①
／
②
）
で
は
、
供
物
を
加
持
し
て
捧
げ
て
手
法
す
る
現
世
利
益
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
初
期
密
教
的
な

要
素
も
含
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
、文
献
の
構
造
上
に
お
い
て
、成
就
法
の
不
自
然
な
区
切
り
、二
回
の
作
壇
等
の
異
様
な
部
分
や
乱
雑
な
箇
所
も
み
ら
れ
、

中
国
に
お
い
て
不
空
の
名
を
借
り
て
編
纂
さ
れ
た
文
献
と
判
断
す
る
（
７
）。

『
護
法
真
言
』
の
翻
訳
者
表
記
箇
所
に
は
、「
特
進
試
鴻
臚
卿
大
興
善
寺
三
藏
沙
門
大
廣
智
不
空
別
行
翻
譯
不
入
正
經
（
８
）」

と
記
さ
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れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
『
護
法
真
言
』
は
、
基
と
な
る
文
献
（
経
軌
類
）
か
ら
、
別
本
と
し
て
編
纂
（
編
輯
）
さ
れ
た
文
献
［
抄

本
］
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
基
と
な
る
文
献
に
関
し
て
は
、
次
に
取
り
上
げ
る
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
が
何
ら
か
の
影

響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

三
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
に
つ
い
て

『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
は
、「
畫
像
品
」「
作
壇
場
品
」「
結
界
品
」「
手
印
品
」「
護
身
品
」「
廣
大
啓
請
品
」「
求
使
者
品
」「
説

天
王
真
言
品
」「
求
一
切
利
益
品
」
と
い
う
九
つ
の
章
品
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

※
詳
細
は
内
容
構
成
表
を
参
照

『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
内
容
構
成
表

№

章
品
名

項目No.

章
品
の
概
要

該
当
頁
（
大
正
二
一
、
№
一
二
四
六
）

1
「
畫
像
品
」
第
一

1'-1
匠
（
絵
師
）
へ
の
所
作

二
一
九
頁
中
二
〇
～
二
四

1'-2
畫
像
法

二
一
九
頁
中
二
四
～
下
二

2
「
作
壇
場
品
」
第
二

2'-1
作
壇
法

二
一
九
頁
下
三
～
一
六

2'-2
呪
師
へ
の
功
徳
（
金
銭
授
与
）

二
一
九
頁
下
一
六
～
二
〇
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3
「
結
界
品
」
第
三

3'-1
結
界
の
所
作

二
一
九
頁
下
二
一
～
二
二
〇
頁
上
五

3'-2
呪
の
説
示
（
心
呪
）

二
二
〇
頁
上
六
～
七

3'-3
五
方
薬
叉
の
功
徳

二
二
〇
頁
上
八
～
一
二

4
「
手
印
品
」
第
四

4
九
種
の
印
契

二
二
〇
頁
上
一
三
～
中
二
三

5
「
護
身
品
」
第
五

5
・
護
身
の
所
作

・
呪
の
説
示
（
天
王
の
身
呪
）

二
二
〇
頁
中
二
四
～
下
三

6
「
廣
大
啓
請
品
」
第
六

6'-1
・
呪
の
説
示

・
諸
作
法

二
二
〇
頁
下
四
～
下
二
四

7
「
求
使
者
品
」
第
七

7'-1
鬼
神
（
使
者
）
の
呼
召
及
び
使
役
法

二
二
〇
頁
下
二
五
～
二
二
一
頁
上
五

7'-2
二
十
八
使
者
の
名
称
と
特
性

二
二
一
頁
上
五
～
中
八

7'-3
・
使
者
を
呼
召
す
る
呪
（
九
道
の
陀
羅
尼
）

・
呼
召
及
び
使
役
法
の
補
足

二
二
一
頁
中
九
～
下
五
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8
「
説
天
王
真
言
品
」
第
八

8'-1
・
真
言
の
説
示
（
心
真
言
）

・
根
本
印
の
説
示

・
真
言
の
説
示
（
別
の
心
真
言
）

二
二
一
頁
下
六
～
下
一
八

8'-2
・
真
言
の
説
示
（
身
真
言
）

・
諸
作
法

・
真
言
の
功
徳

二
二
一
頁
下
一
九
～
二
二
二
頁
上
一
一

8'-3
真
言
の
説
示
（
使
者
の
真
言
）
と
功
徳

二
二
二
頁
上
一
二
～
上
一
八

8'-4
・
印
契
の
説
示

・
真
言
の
説
示
（
叉
夜
叉
女
使
者
の
真
言
）
と
功
徳

二
二
二
頁
上
一
九
～
二
四

8'-5
・
真
言
の
説
示
（
多
聞
天
王
の
大
心
真
言
）
と
功
徳

・
天
王
（
多
聞
天
）
の
現
身
法

二
二
二
頁
上
二
五
～
中
一
一

8'-6
・
真
言
の
説
示
（
心
真
言
）
と
功
徳

・
呪
の
説
示
（
心
中
心
呪
）
と
功
徳

・
陀
羅
尼
の
説
示
（
降
魔
陀
羅
尼
）
と
功
徳

二
二
二
頁
中
一
二
～
下
四

9
「
求
一
切
利
益
品
」
第
九

9'-1
成
就
法
（
五
八
種
）

二
二
二
頁
下
五
～
二
二
四
頁
中
二
五

9'-2
印
契
の
説
示

二
二
四
頁
中
二
六
～
下
二

当
該
儀
軌
に
つ
い
て
、『
御
請
来
目
録
』
で
は
「
或
ハ
近
ク
譯
シ
テ
未
タレ
傳
ヘ二
此
ノ
間 
一ニ
。
或
ハ
舊
ク
譯
ノ
名
ハ
來
テ
實
闕
ケ
タ
リ
。
古
人
ノ
所
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レ
未
タレ
傳
ヘ
略
ホ
在
リ二
斯
ノ
中
ニ一
」
（
９
）と
記
さ
れ
、
旧
訳
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

儀
軌
の
内
容
中
に
は
、
初
期
密
教
的
な
要
素
が
充
分
に
含
ま
れ
て
お
り
、
密
教
儀
軌
と
し
て
疑
う
余
地
は
な
い
が
、
そ
の
他
に

中
国
思
想
的
要
素

A
C
B

も
散
見
し
て
い
る
。
ま
た
、『
貞
元
録
』
等
の
経
典
目
録
中
に
儀
軌
の
名
称
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
や
、
先
に

も
述
べ
た
儀
軌
名
に
関
す
る
指
摘
（
脚
注
五
）
も
含
め
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
は
、
中
国
編
纂
の
儀
軌
と
い
う
考
え
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。四

、
対
応
箇
所
の
再
比
較

以
上
、『
護
法
真
言
』
並
び
に
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
に
お
け
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
と
性
格
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
こ

れ
ら
二
つ
の
文
献
（
儀
軌
）
に
つ
い
て
、『
佛
書
解
説
大
辞
典
』
中
の
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
の
項
に
よ
れ
ば
、
中
国
思
想
と
密
教

思
想
を
融
合
す
る
目
的
で
、『
陀
羅
尼
集
経
』
や
『
護
法
真
言
』
等
を
融
合
し
て
、唐
代
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
は
、『
護
法
真
言
』
を
基
に
、
他
の
文
献
（『
陀
羅
尼
集
経
』
等
）
と
融
合
し
増
広
さ
れ
編
纂
さ
れ
た

と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
は
、
前
項
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
中
国
編
纂
が
非
常
に
濃
厚
で
、

訳
者
や
成
立
年
代
な
ど
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
存
在
し
多
数
の
課
題
が
散
見
し
て
い
る

A
D
B

。

そ
こ
で
、
本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
て
い
る
が
、
二
つ
の
文
献
（
儀
軌
）
を
考
察
し
、
関
係
性
を
拙
稿
に
て
論
じ
て
い
る
。

具
体
的
な
方
法
と
し
て
、『
護
法
真
言
』
中
に
説
か
れ
て
い
る
〈
畫
像
法
／
作
壇
法
／
成
就
法
①・②
〉
と
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』「
畫

像
品
」
中
の
畫
像
法
／
「
作
壇
上
品
」
中
の
作
壇
法
／
・「
求
一
切
利
益
品
」
中
の
成
就
法
と
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
対
応
箇
所
を
取
り
上
げ
主
に
比
較
検
証
を
試
み
て
き
た
。

し
か
し
、『
護
法
真
言
』
お
よ
び
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
に
関
し
て
、
あ
く
ま
で
対
応
す
る
箇
所
の
み
取
り
上
げ
、
全
体
的
な
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考
察
が
不
十
分
で
あ
る
。
本
項
で
は
、
前
回
比
較
を
試
み
た
対
応
箇
所
を
確
認
し
つ
つ
、
拙
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
き
れ
て
い
な

い
部
分
を
対
照
と
し
て
範
囲
を
広
げ
更
な
る
検
証
を
加
え
て
い
く
。

四-
一
、
畫
像
法
と
「
畫
像
品
」

ま
ず
、『
護
法
真
言
』
中
の
畫
像
法
と
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』「
畫
像
品
」
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
い
く
。
拙
稿
で
は
、
説
か
れ

て
い
る
尊
容
の
比
較
検
証
の
み
に
留
ま
っ
て
お
り
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
後
の
文
脈
を
含
み
、
畫
像
法
と
「
畫
像
品
」
全

体
の
比
較
考
察
を
試
み
て
い
く
。

『
護
法
真
言
』
中
「
呪
の
受
持
法
（
畫
像
法
）」（
大
正
№
一
二
四
八
、二
二
五
頁
下
）

若
行
者
受
持
此
呪
者
。
先
須
畫
像
。
①
於
彩
色
中
並
不
得
和
膠
。
於
白|

上
畫
一
毘
沙
門
神
。
②
七
寶
莊
嚴
衣
甲
。
左
手

執
戟
矟
。
右
手
托
腰
上
。
其
神
脚
下
作
二
夜
叉
鬼
。
身
並
作
黒
色
。
其
毘
沙
門
面
。
作
甚
可
畏
形
惡
眼
視
一
切
鬼
神
勢
。

③
其
塔
奉
釋
迦
牟
尼
佛
。
④
教
汝
若
領
天
兵
守
界
擁
護
國
土
。
何
護
吾
法
。
即
擁
遣
第
三
子
那
吒
捧
行
莫
離
其
側
。
汝
眼

毒
惡
恐
損
衆
生

『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』「
畫
像
品
」（
大
正
№
一
二
四
六
、二
一
九
頁
中
）

若
有
善
男
子
善
女
人
。
受
持
此
陀
羅
尼
者
。
先
須
畫
像
。
其
畫
像
時
。
❶
彩
色
中
輒
不
得
著
皮
膠
。
唯
用
香
汁
。
❷
白
月
一

日
請
匠
清
潔
澡
浴
持
齋
受
八
戒
。
出
入
時
須
三
具
衣
。
若
上
廁
卽
香
湯
沐
浴
。
亦
莫
論
手
功
多
少
。
❸
便
取
細
白
畳
。
若
無

白
㲲
好
細
絹
亦
得
。
一
丈
五
尺
。
畫
天
王
。
❹
身
著
七
寶
金
剛
莊
嚴
鉀
冑
。
其
左
手
執
三
叉
戟
右
手
托
腰
又
一
本
左
手
捧
塔
其
脚

下
踏
三
夜
叉
鬼
。
中
央
名
地
天
亦
名
歡
喜
天
。
左
邊
名
尼
藍
婆
。
右
邊
名
毘
藍
婆
。
其
天
王
面
作
可
畏
。
猛
形
怒
眼
滿
開
。
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❺
其
右
辺
畫
五
太
子
及
両
部
夜
叉
羅
刹
眷
属
。
左
辺
畫
五
行
道
天
女
及
妻
等
眷
属
。
廣
如
大
經
説

（
※
番
号
は
筆
者
が
付
与
。
以
降
も
同
じ
）

両
文
献
と
も
、
受
持
法
（『
護
法
真
言
』
で
は
前
に
説
か
れ
て
い
る
呪
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
で
は
陀
羅
尼

A
E
B

）
の
一
環
と
し
て
、
畫
像
法
が

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
。

『
護
法
真
言
』
で
は
、［
①
用
い
る
顔
料
と
画
布
→
②
毘
沙
門
天
の
尊
容
→
③
捧
げ
る
塔
→
④
那
吒
の
功
徳
］
と
い
う
順
序
で
説

か
れ
て
い
く
。

対
し
て
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
で
は
、［
❶
用
い
る
顔
料
→
❷
絵
師
へ
の
諸
作
→
❸
画
布
→
❹
毘
沙
門
天
の
尊
容
→
❺
眷
属
］

と
い
う
、『
護
法
真
言
』
と
同
様
な
順
序
で
内
容
が
展
開
し
て
い
く
が
、［
❷
絵
師
へ
の
諸
作
］
を
含
む
経
文
中
か
ら
、
よ
り
詳
細

な
内
容
が
説
か
れ
て
い
る
。
両
文
献
中
で
説
か
れ
て
い
る
尊
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
に
お
い
て
分
類
し
た
通
り
で
あ
る
。

毘
沙
門
天
の
尊
容

『
護
法
真
言
』
畫
像
法

『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』「
畫
像
品
」

格
好

七
寶
で
莊
嚴
さ
れ
た
衣
甲
（
鎧
）

七
寶
金
剛
で
荘
厳
さ
れ
た
甲
冑

七
寶
莊
嚴
の
衣
甲

身
に
七
宝
金
剛
荘
厳
の
甲
冑
を
著
る

持
物

左
手
：
戟
矟

右
手
：
腰
の
上
に
托
す

左
手
：
三
叉
戟
（
別
本
、
左
手
：
捧
塔
）

右
手
：
腰
に
托
す

左
手
に
戟
矟
を
執
り
、
右
手
を
腰
の
上
に
托
す

其
の
左
手
に
三
叉
戟
を
執
り
、
右
手
は
腰
に
託
す
（
又
一

本
に
は
左
手
に
塔
を
捧
げ
る
）
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足
下

二
夜
叉
鬼
（
身
体
は
黒
色
）

三
夜
叉
鬼

中
央
：
地
天
（
歓
喜
天
）

左
辺
：
尼
藍
婆

右
辺
：
毘
藍
婆

脚
下
に
は
二
夜
叉
鬼
を
踏
む
（
身
を
黒
色
に
作

る
）

脚
の
下
に
三
夜
叉
鬼
を
踏
む
、
中
央
を
地
天
（
亦
歓
喜
天
）、

左
辺
を
尼
藍
婆
、
右
辺
を
毘
藍
婆
と
い
う

身
体

顔
：
畏
形
の
悪
眼

天
王
の
面
：
畏
る
べ
き
猛
形
、
怒
眼
を
怒
ら
し
て
満
開
く

身
を
黒
色
に
作
り
、
毘
沙
門
の
面
、
甚
だ
畏
形

の
悪
眼
で
一
切
の
鬼
神
を
視
る
勢
い

其
の
天
王
の
面
は
畏
る
可
き
猛
形
に
作
し
、
眼
を
怒
ら
し

満
ち
開
く

眷
属

右
辺
：
五
太
子
、
両
部
夜
叉
羅
刹
眷
属

左
辺
：
五
行
道
天
女
及
び
妻
な
ど
の
眷
属

其
の
右
辺
に
五
の
太
子
及
び
両
部
夜
叉
羅
刹
眷
属
を
画
き
、

左
辺
に
五
行
道
天
女
及
び
妻
等
の
眷
属
を
画
く

両
文
献
を
比
較
す
る
と
、
概
ね
同
様
な
容
姿
の
毘
沙
門
天
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
足
下
に
関
し
て
、『
護
法
真
言
』
で
は
二
夜

叉
鬼
を
踏
む
タ
イ
プ
、
一
方
の
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
で
は
、
三
夜
叉
鬼
を
踏
む
タ
イ
プ
の
尊
容
が
説
か
れ
て
い
る

A
F
B

。
更
に
、『
吠

室
囉
末
那
儀
軌
』
は
、
毘
沙
門
天
の
眷
属
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。

四-

二
、
作
壇
法
と
「
作
壇
場
品
」

次
に
、
両
文
献
中
に
説
か
れ
て
い
る
作
壇
法
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
く
が
、
前
項
（
四-

一
）
と
同
様
に
作
壇
法
の
み
の
検
証
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に
留
ま
っ
て
お
り
、
総
体
的
な
角
度
か
ら
の
再
考
察
を
試
み
て
い
く
。

『
護
法
真
言
』
中
「
作
壇
法
」（
大
正
№
一
二
四
八
、二
二
六
頁
上
）

①
又
法
於
白
月
十
五
日
作
壇
。
於
像
前
作
八
肘
。
②
牛
糞
塗
地
了
。
取
香
泥
重
塗
了
。
以
五
色
畫
作
三
重
院
。
③
其
壇
内
於

中
畫
一
大
輪
。
四
角
拔
折
羅
十
字
安
之
。
第
二
院
内
。
東
面
畫
作
一
火
珠
光
焔
火
出
。
南
面
畫
三
股
。
又
西
面
畫
一
龍
口
中

並
出
蓮
華
。
北
面
畫
一
大
縲
。
第
三
院
中
東
面
更
畫
師
子
。
南
面
畫
龍
王
。
西
面
畫
孔
雀
王
鳥
。
北
面
畫
羅
刹
手
拄
棒
立
地
。

壇
四
角
各
安
香
水
瓶
。
内
著
雜
菓
楊
枝
。
④
呪
師
洗
浴
著
新
淨
衣
。
於
像
前
設
種
種
飮
食
供
養
。
即
誦
呪
取
呵
梨
勒
一
顆
。

一
呪
一
遍
投
火
中
燒
之
。
滿
一
百
八
遍
。
⑤
從
今
已
後
。
毎
日
送
一
鎹
金
與
呪
師
永
無
乏
少
。
若
得
此
物
即
須
用
盡
。
不
得

留
著
。
⑥
又
法
呪
蘇
蜜
及
菓
子
。
一
百
八
遍
火
中
燒
之
。
一
切
諸
天
皆
大
歡
喜
擁
護
呪
師　

『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』「
作
壇
場
品
」（
大
正
№
一
二
四
六
、二
一
九
頁
下
）

若
欲
作
壇
時
。
❶
白
月
初
一
日
起
首
作
。
八
肘
亦
六
肘
八
寸
此
是
方
壇
。
❷
即
簡
勝
地
深
掘
一
丈
。
出
骨
瓦
石
等
悪
物
。
別

処
取
浄
土
堅
築
平
正
。
❸
乾
已
後
便
取
黄
土
細
攞
。
和
白
檀
香
末
泥
壇
。
削
刮
如
鏡
面
即
取
米
粉
染
五
色
。
畫
克
壇
上
作
三

隔
院
。
❹
当
中
央
画
一
金
剛
火
焔
輪
又
一
本
云
畫
一
火
珠
光
炎
上
出
四
角
頭
各
各
畫
十
字
形
抜
折
羅
。
第
二
院
中
央
畫
火
珠
光
焔
上
出
。

東
南
面
画
三
叉
鈷
戟
西
南
面
畫
一
君
遅
。
瓶
口
中
著
蓮
華
。
西
北
面
畫
一
大
螺
。
第
三
院
中
東
面
畫
師
子
王
。
南
面
畫
龍
王
。

西
面
畫
孔
雀
王
。
北
面
畫
夜
叉
王
柱
杖
立
地
。
又
壇
四
角
各
各
著
一
香
水
瓶
。
其
瓶
口
中
著
雑
軽
菓
子
及
花
葉
等
。
❺
然
後

呪
師
洗
浴
著
新
浄
衣
。
於
天
王
像
前
設
種
種
香
花
飲
食
。
供
養
訖
呪
訶
梨
勒
一
百
八
顆
。
呪
一
顆
火
中
焼
満
。
❻
即
毎
日
送

金
一
鋋
。
与
呪
師
無
所
乏
少
。
若
得
金
時
。
即
日
尽
用
供
養
三
宝
及
貧
児
。
莫
生
慳
悋
心
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『
護
法
真
言
』
で
は
、［
①
作
壇
の
日
時
／
場
所
／
寸
法
→
②
用
い
る
材
料
と
作
壇
→
③
配
置
（
第
一
院
／
第
二
院
／
第
三
院
／
四
角
）

→
④
壇
供
養
→
⑤
呪
師
へ
の
金
銭
授
与
→
⑥
呪
師
の
擁
護
］、
一
方
の
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
で
は
、［
❶
作
壇
の
日
時
／
寸
法
→

❷
場
所
の
選
定
→
❸
用
い
る
材
料
と
作
壇
→
❹
配
置
（
第
一
院
／
第
二
院
／
第
三
院
／
四
角
）
→
❺
壇
供
養
→
❻
呪
師
へ
の
金
銭
授
与
］

と
い
う
順
序
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
壇
法
が
展
開
し
て
い
く
。

両
文
献
と
も
同
様
な
流
れ
で
作
壇
法
が
展
開
し
、
対
応
関
係
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
で
は
、［
❷
場
所
の

選
定
］と
し
て
、壇
を
作
る
場
所
お
よ
び
諸
作
法
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
護
法
真
言
』で
は
像
の
前
に
壇
を
作
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
作
壇
の
方
法
に
関
し
て
も
、『
護
法
真
言
』
で
は
、「
牛
糞
塗
地
了
。
取
香
泥
重
塗
了
。
以
五
色
畫
作
三
重
院

A
G
B

」
と
簡
略
な

内
容
に
対
し
て
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
で
は
「
乾
已
後
便
取
黄
土
細
攞
。
和
白
檀
香
末
泥
壇
。
削
刮
如
鏡
面
即
取
米
粉
染
五
色
。

畫
克
壇
上
作
三
隔
院

A
H
B

」
と
、
用
い
る
材
料
の
使
い
方
、
五
色
線
の
素
材
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
両
文
献
中
作
壇
法
の
対
応
箇
所
に
つ
い
て
再
比
較
を
試
み
て
き
た
が
、
も
う
一
つ
、『
護
法
真
言
』
中
に
は
、
呪
の
受

持
法
の
一
つ
と
し
て
、
作
壇
（
壇
の
作
成
と
供
養
）
が
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

『
護
法
真
言
』
中
「
呪
の
受
持
法
（
壇
の
作
成
と
供
養
）」（
大
正
№
一
二
四
八
、二
二
五
頁
下
）

爾
時
行
者
。
若
誦
此
呪
時
。
就
好
地
。
勿
使
有
穢
惡
之
處
。
極
令
淨
潔
取
牛
糞
塗
地
。
即
以
香
泥
塗
之
。
散
種
種
花
燒
香
供
養
。

行
者
上
下
衣
服
。並
須
清
淨
一
上
厠
一
洗
浴
。白
月
十
五
日
夜
。起
首
對
像
前
。誦
呪
滿
十
萬
遍
訖
。然
後
更
取
香
泥
復
塗
壇
上
。

更
取
上
妙
好
花
散
壇
中
。
設
種
種
飮
食
。

（
※
傍
線
は
筆
者
が
付
与
。
以
降
も
同
じ
）

傍
線
部
は
、
場
所
の
選
定
と
素
材
（
牛
糞
・
香
泥
）
を
用
い
て
壇
を
作
る
と
い
う
、
非
常
に
簡
略
的
な
作
壇
法
が
説
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
箇
所
は
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』「
作
壇
場
品
」
の
［
❷
場
所
の
選
定
］
と
対
応
し
て
い
る
。
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尚
、
両
文
献
中
に
説
か
れ
て
い
る
作
壇
法
は
次
の
表
の
通
り
で
あ
る
。

作
壇
法
で
説
か
れ
る
壇

『
護
法
真
言
』

『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』

壇
の
作
成
と
供
養

作
壇
法

「
作
壇
場
品
」

日時

白
月
十
五
日

白
月
初
一
日

形／寸法

八
肘

方
壇
／
八
肘
亦
六
肘
八
寸

場所

好
地
（
穢
悪
の
所
は
使
わ
な
い
）

像
前

勝
地
（
勝
地
を
選
ん
で
深
く
掘
り
、
骨
瓦
等
の
悪
物
が
出

た
ら
別
の
場
所
を
堀
り
、
浄
き
土
を
堅
く
築
い
て
平
に
す

る
）

素材

浄
潔
の
牛
糞
／
香
泥

牛
糞
／
香
泥

黄
土
／
白
檀
香
／
米
粉

作壇

牛
糞
を
地
に
塗
り
、
香
泥
を
之
に

塗
る

牛
糞
を
地
に
塗
り
、
香
泥
を

取
っ
て
塗
り
重
ね
て
、
五
色
で

三
重
院
を
画
く

乾
か
し
た
後
に
黄
土
を
細
か
く
し
て
白
檀
香
末
と
混
ぜ
て

壇
に
塗
り
、
形
を
整
え
鏡
面
の
よ
う
に
す
る
。
五
色
に
染

め
た
米
粉
の
五
色
を
用
い
て
壇
上
に
三
隔
院
を
画
く
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配置

第
一
院

中央

大
輪

金
剛
火
焔
輪

四角

拔
折
羅
十
字

十
字
形
抜
折
羅

第
二
院

東

火
珠
（
光
焔
か
ら
火
を
出
す
）

北東

火
珠
（
上
か
ら
光
焔
を
出
す
）

南

三
股

東南

三
叉
鈷
戟

西

龍
口
（
中
か
ら
蓮
華
を
出
す
）

西南

君
遅
（
瓶
口
の
中
に
蓮
華
を
著
く
）

北

大
縲

西北

大
螺

第
三
院

東

師
子

師
子
王

南

龍
王

龍
王

西

孔
雀
王
鳥

孔
雀
王

北

羅
刹
手
拄
棒
立
地

夜
叉
王
柱
杖
立
地

壇　
角

香
水
瓶

香
水
瓶
（
瓶
口
の
中
に
雑
軽
菓
子
及
び
花
葉
等
を
著
く
）
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両
文
献
中
で
説
か
れ
て
い
る
作
壇
法
を
比
較
し
、
特
段
異
な
っ
て
い
る
箇
所
は
見
出
せ
な
い
が
、
壇
の
種
類
に
つ
い
て
、『
吠

室
囉
末
那
儀
軌
』
で
は
「
方
壇
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
壇
内
の
第
二
院
つ
い
て
、『
護
法
真
言
』
で
は
「
東
・
南
・
西
・
北
」、
一
方
の
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
で
は
「
北
東
・
南
東
・

西
南
・
西
北
」
と
配
置
箇
所
が
異
な
っ
て
い
る
。

以
上
、両
文
献
の
作
壇
法
に
つ
い
て
の
比
較
考
察
を
試
み
て
き
た
が
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』「
畫
像
品
」
と
同
様
に
、「
作
壇
場
品
」

中
に
お
い
て
も
詳
細
な
内
容
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
し
て
、再
考
察
を
加
え
た
結
果
、『
護
法
真
言
』
中
の
［
呪

の
受
持
法
（
壇
の
作
成
と
供
養
）］
お
よ
び
［
作
壇
法
］
が
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』「
作
壇
場
品
」
と
対
応
関
係
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

四-

三
、
成
就
法
（
①
／
②
）
と
「
求
一
切
利
益
品
」

最
後
に
、『
護
法
真
言
』
中
成
就
法
（
①
・
②
）
と
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』「
求
一
切
利
益
品
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
再
考
察
を

お
こ
な
っ
て
い
く
。
両
文
献
と
も
様
々
な
成
就
法（
現
世
利
益
）が
多
数
に
渡
っ
て
説
か
れ
、い
く
つ
か
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
護
法
真
言
』
中
［
成
就
法
（
①
／
②
）］
を
確
認
し
て
い
く
が
、
四
六
種
の
成
就
法
が
説
か
れ
て
お
り
、
主
に
次
の
六
つ
の
項
目

に
分
類
さ
れ
る
。

『
護
法
真
言
』

・
愛
敬
の
成
就
法 

二
種

・
敬
愛
に
関
わ
る
成
就
法 

二
種

・
増
益
に
関
わ
る
成
就
法 

三
種

・
息
災
に
関
わ
る
成
就
法
（
擁
護
、
厄
難
消
除
、
病
気
平
癒
、
隠
形
な
ど
） 
二
七
種

・
調
伏
に
関
わ
る
成
就
法
（
降
伏
、
怨
敵
退
散
な
ど
） 
七
種
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・
そ
の
他
に
関
わ
る
成
就
法
（
増
益
、
降
雨
／
止
雨
、
鉤
招
） 

五
種

一
方
の
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』「
求
一
切
利
益
品
」
に
関
し
て
は
、
五
八
種
の
成
就
法
が
説
か
れ
て
お
り
、
次
の
四
つ
の
項
目

に
分
類
が
可
能
で
あ
る
。

『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』

・
敬
愛
に
関
わ
る
成
就
法
（
敬
愛
） 

六
種

・
調
伏
に
関
わ
る
成
就
法
（
降
伏
、
怨
敵
退
散
な
ど
） 

六
種

・
息
災
に
関
わ
る
成
就
法
（
病
気
平
癒
、
擁
護
） 

二
八
種

・
そ
の
他
の
成
就
法
（
降
雨
／
止
雨
、
救
済
な
ど
） 

一
八
種

成
就
法
の
比
較
考
察
は
、
拙
稿
に
お
い
て
既
に
取
り
上
げ
て
お
り
、
ま
た
膨
大
か
つ
至
極
困
難
の
為
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

要
点
の
み
を
取
り
上
げ
る
な
ら
ば
、
両
文
献
中
の
成
就
法
全
て
が
、
供
物
を
加
持
し
て
捧
げ
る
手
法
に
則
っ
た
現
世
利
益
が
説
か

れ
て
い
る
。
ま
た
、
異
な
っ
た
漢
字
の
表
記
や
捧
げ
る
供
物
に
若
干
の
違
い
が
み
ら
れ
る
が
、
同
様
な
内
容
が
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
対
応
し
て
い
る
成
就
法
に
関
し
て
、
略
し
て
い
る
部
分
や
幾
つ
か
の
成
就
法
を
合
わ
せ
て
説
い
て
い
る
箇
所
が
、『
護
法

真
言
』
中
に
は
散
見
し
て
い
る
。
そ
し
て
、両
文
献
の
最
後
に
は
、こ
れ
ま
で
の
成
就
法
に
用
い
る
印
契
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。

『
護
法
真
言
』
中
［
印
契
の
説
示
］（
大
正
№
一
二
四
八
、二
二
七
頁
中
）

印
相
二
小
指
相
鉤
。
二
無
名
指
向
外
直
豎
。
二
中
指
二
頭
指
反
相
叉
。
二
大
母
指
向
外
直
豎
。
手
掌
背
合
即
是
其
印
。
如
前

所
説
一
一
諸
法
。
皆
用
此
印
即
得
成
就
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『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』「
求
一
切
利
益
品
」
中
印
契
の
説
示
（
大
正
№
一
二
四
六
、二
二
四
頁
中
・
下
）

上
來
一
切
作
法
術
中
。
未
説
手
印
法
所
以
今
時
特
説
印
法
以
兩
手
中
二
小
指
相
鈎
二
無
名
指
向
外
直
豎
。
二
中
指
二
頭
指
反

相
叉
。
二
大
母
指
向
外
直
豎
手
掌
相
背
。
此
一
色
印
通
用
如
上
所
説
作
法　

術
處
也

傍
線
で
示
し
た
部
分
が
該
当
す
る
箇
所
で
あ
る
。『
護
法
真
言
』
で
は
「
印
相
は
二
小
指
を
相
鉤
し
て
、
二
無
名
指
を
外
に
向

け
て
直
す
ぐ
豎
て
る
。
二
中
指
と
二
頭
指
を
反
り
て
相
叉
し
、
二
大
母
指
を
外
に
向
け
て
直
す
ぐ
豎
て
る
。
手
掌
の
背
を
合
せ
、

即
ち
是
の
其
の
印
な
り
」、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
で
は
「
今
時
特
に
印
法
を
説
か
ん
。
兩
手
の
二
小
指
を
以
て
相
鈎
し
て
、
二
無

名
指
は
外
に
向
け
て
直
く
竪
て
、
二
中
指
二
頭
指
は
反
て
相
叉
し
、
二
大
母
指
は
外
に
向
け
て
直
く
竪
つ
、
手
掌
相
背
す
」
と
い

う
対
応
す
る
印
契
が
説
か
れ
て
い
る
。
前
後
の
文
脈
に
差
異
は
見
ら
れ
る
が
、
両
文
献
と
も
同
じ
内
容
が
展
開
し
て
い
る
。

こ
の
後
、『
護
法
真
言
』
で
は
、
根
本
印
・
吉
祥
天
女
印
と
い
う
二
種
の
印
契

A
I
B

が
説
か
れ
て
い
く
が
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』「
求

一
切
利
益
品
」
は
先
述
の
印
契
を
説
い
て
終
わ
る

A
J
B

。

五
、
両
文
献
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
再
考

改
め
て
、『
護
法
真
言
』と『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
本
稿
で
は
、両
文
献
の
対
応
箇
所
と
し
て
、

『
護
法
真
言
』
中
の
［
畫
像
法
］
／
［
作
壇
法
］
／
［
成
就
法
（
①
・②
）］
と
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』「
畫
像
品
」「
作
壇
場
品
」「
求

一
切
成
就
法
品
」
を
取
り
上
げ
、そ
れ
ぞ
れ
の
比
較
検
証
を
試
み
て
き
た
。
そ
し
て
、ほ
ぼ
対
応
関
係
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

そ
の
中
で
、
両
文
献
の
構
造
内
容
表
も
提
示
し
、
比
較
し
て
み
る
と
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
は
各
章
品
ご
と
に
内
容
が
展
開
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し
非
常
に
構
成
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
『
護
法
真
言
』
は
、
章
品
等
で
区
切
ら
れ
て
な
く
、
は
じ
め
か
ら
散
文
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、『
護
法
真
言
』中
の
成
就
法
①
／
②
の
間
に
、作
壇
法
が
説
か
れ
て
い
る
な
ど
乱
雑
な
箇
所
も
経
文
中
に
目
立
つ
。

抑
、
第
二
節
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
『
護
法
真
言
』
が
抄
本
と
し
て
成
立
し
た
可
能
性
が
非
常
に
高
く
、
当
該
文
献
を
基
に

し
て
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
が
成
立
し
た
と
い
う
指
摘
は
些
か
無
理
が
あ
る
と
考
え
る
。

そ
し
て
、『
護
法
真
言
』
は
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
か
ら
抜
粋
さ
れ
編
纂
さ
れ
た
と
い
う
筆
者
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、『
護
法
真
言
』

の
初
め
に
は
、
長
文
の
呪
（
陀
羅
尼
）
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
呪
か
ら
内
容
が
展
開
し
て
お
り
、
当
該
文
献
の
核
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
し
か
し
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
中
に
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
呪
が
説
か
れ
て
な
く
、
あ
く
ま
で
儀
軌
全
体
を
陀
羅

尼
と
し
て
示
し
て
お
り
、以
上
の
こ
と
を
含
み
、ま
た
先
に
も
述
べ
た
文
献
の
構
造
や
内
容
的
に
鑑
み
て
も
、『
護
法
真
言
』
は
『
吠

室
囉
末
那
儀
軌
』
か
ら
単
に
抜
粋
し
た
と
は
考
え
に
く
い
部
分
も
み
ら
れ
る
。

判
断
材
料
と
し
て
は
非
常
に
乏
し
い
が
、『
護
法
真
言
』
中
の
畫
像
法
に
お
い
て
、
経
文
中
に
「
其
塔
奉
釋
迦
牟
尼
佛
」
と
い

う
、塔
に
つ
い
て
説
い
た
場
面
が
あ
り
、こ
れ
は
毘
沙
門
天
が
捧
げ
る
塔
に
関
す
る
記
述
と
考
え
ら
れ
る
（
③
捧
げ
る
塔
）。
し
か
し
、

尊
容
に
つ
い
て
は
「
左
手
に
戟
矟
、
右
手
を
腰
に
置
く
」
と
説
か
れ
、
ま
た
前
後
の
文
脈
に
も
塔
と
関
係
す
る
記
述
も
見
出
せ
ず

矛
盾
が
生
じ
る
経
文
で
あ
る
。
当
初
は
単
な
る
誤
表
記
と
判
断
し
、
そ
の
旨
を
指
摘
し
た
が
、
改
め
て
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』「
畫

像
品
」
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、
当
該
儀
軌
中
に
は
、「
又
一
本
左
手
捧
塔
」
と
し
て
、
宝
塔
を
捧
げ
る
尊
容
が
説
か
れ
た
一
本
（
別

本
）
が
存
在
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

A
K
B

。
推
測
の
枠
を
出
な
い
が
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
を
含
む
別
本
を
基
に
、『
護
法
真
言
』

は
編
纂
さ
れ
た
可
能
性
も
考
慮
で
き
る
が
、
こ
れ
以
上
の
言
及
は
控
え
る
。

六
、
ま
と
め
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以
上
、本
稿
に
お
い
て
は
、対
応
箇
所
の
再
考
と
い
う
こ
と
で
『
護
法
真
言
』
中
の
［
畫
像
法
］
／
［
作
壇
法
］
／
［
成
就
法
（
①
・

②
）］
と
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』「
畫
像
品
」「
作
壇
場
品
」「
求
一
切
成
就
法
品
」
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
較
検
証
を
試
み

て
き
た
。

両
文
献
の
対
応
箇
所
を
検
討
し
て
き
た
が
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
は
、『
護
法
真
言
』
よ
り
も
構
成
が
整
え
ら
れ
、
内
容
も
よ

り
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
た
。
拙
稿
に
お
い
て
は
、
以
上
の
結
果
を
踏
ま
え
、『
護
法
真
言
』
は
、『
吠

室
囉
末
那
儀
軌
』
か
ら
抜
粋
、
編
纂
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
が
先
で
、
後
に
『
護
法
真
言
』
が
成
立
し
た
と
い
う
意
見
に
対
す
る
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、

本
稿
で
の
再
考
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、『
護
法
真
言
』
は
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
か
ら
抜
粋
さ
れ
編
纂
さ
れ
た
可
能
性
と
い
う
意

見
は
、
些
か
強
引
な
手
法
で
結
論
付
け
た
印
象
を
受
け
る
。

特
に
拙
稿
で
は
、
あ
く
ま
で
対
照
す
る
箇
所
（『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』「
畫
像
品
」
で
は
毘
沙
門
天
の
尊
容
、「
作
壇
場
品
」
で
は
作
壇
法
、「
求

一
切
成
就
法
品
」
で
は
成
就
法
）
の
み
の
比
較
に
留
意
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
『
護
法
真
言
』
に
関
し
て
も
、
一
部
の
み
を
取
り
上
げ
、

文
献
の
全
体
を
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
要
因
と
な
り
、
考
察
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
痛
感
す
る
。

そ
し
て
、
改
め
て
考
察
し
て
き
た
こ
と
で
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
で
は
、
宝
塔
を
捧
げ
る
尊
容
が
説
か
れ
た
一
本
（
別
本
）
の

存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
一
方
で
『
護
法
真
言
』
で
は
、
左
手
を
腰
に
置
く
と
説
い
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
捧
げ
て
い
る

宝
塔
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
、
ま
た
『
護
法
真
言
』
の
初
め
に
説
か
れ
て
い
る
呪
文
（
陀
羅
尼
）
が
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
に
は

説
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
含
み
、
文
献
の
構
造
や
内
容
的
に
鑑
み
て
も
、
単
に
抜
粋
し
た
と
は
考
え
に
く
い
部
分
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
を
含
む
別
本
を
基
に
『
護
法
真
言
』
が
編
纂
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
新

し
く
提
示
し
た
い
が
、
そ
の
別
本
を
含
む
関
係
資
料
が
あ
ま
り
に
も
乏
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
更
に
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
て

い
な
い
が
、『
護
法
真
言
』
と
同
様
な
内
容
が
説
か
れ
て
い
る
文
献
も
散
見
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
資
料
の
調
査
を
含
み
、
引
き
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続
き
『
護
法
真
言
』
の
全
体
像
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
く
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

註（
１
）
大
正
蔵
二
一
、
№
二
一
四
八
。
※
大
蔵
経
の
原
本
と
し
て
、
長
谷
寺
所
蔵
の
版
本
（『
享
和
儀
軌
』
収
録
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
尚
、
国
訳

経
系
（
大
蔵
経
／
一
切
経
／
密
教
／
秘
密
儀
軌
な
ど
）
に
は
未
収
録
で
あ
り
、
当
該
文
献
の
書
き
下
し
も
さ
れ
て
い
な
い
。

（
２
）
不
空
三
蔵
（
七
〇
五
～
七
七
四
）
訳
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
が
、『
表
制
集
（
代
宗
朝
贈
司
大
辨
正
廣
智
三
藏
和
上
表
制
集
）』（
大
正
五
二
、

№
二
一
二
〇
）
或
い
は
『
貞
元
録
（
貞
元
新
定
釋
教
目
録
）』（
大
正
五
五
、
№
二
一
五
四
）
等
の
経
典
目
録
類
に
名
称
が
確
認
で
き
な
い
経

軌
類
を
定
義
と
し
、
次
の
五
本
が
属
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

①
『
北
方
毘
沙
門
天
王
隨
軍
護
法
儀
軌
』
一
巻
（
大
正
二
一
、
№
一
二
四
七
）
／
②
『
北
方
毘
沙
門
天
王
隨
軍
護
法
眞
言
』
一
巻
（
大
正

二
一
、№
一
二
四
八
）／
③『
毘
沙
門
儀
軌
』一
巻（
大
正
二
一
、№
一
二
四
九
）／
④『
北
方
毘
沙
門
多
聞
寶
藏
天
王
神
妙
陀
羅
尼
別
行
儀
軌
』

一
巻
（
大
正
二
一
、
№
一
二
五
〇
）
／
⑤
『
北
方
毘
沙
門
天
王
眞
言
法
』
一
巻

※
①
～
④
は
大
蔵
経（
大
正･

縮
刷
・
卍
続
等
）に
収
録
。
⑤
は
目
録
に
名
称
の
み
が
確
認
で
き
、安
然（
八
四
一
～
八
八
九
）の『
八
家
秘
録（
諸

阿
闍
梨
眞
言
密
教
部
類
總
録
）』（
大
正
五
五
、
№
二
一
七
六
）
に
よ
れ
ば
、
最
澄
（
七
六
七
～
八
二
二
）・
円
仁
（
七
九
四
～
八
六
四
）
が
そ

れ
ぞ
れ
請
来
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
最
澄
の
『
傳
教
大
師
將
來
越
州
録
』（
大
正
五
五
、
№
二
一
六
〇
）
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、

円
仁
の『
入
唐
新
求
聖
教
目
録
』（
大
正
五
五
、№
二
一
六
七
）で
は「
北
方
毘
沙
門
天
王
眞
言
法
一
卷
不
空（
大
正
№
二
一
六
七
、一
〇
八
〇
頁
下
）」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
所
謂
〝
不
空
仮
託
の
毘
沙
門
天
経
軌
類
〟
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
毘
沙
門
天
信
仰
や
次
第
類
に
与
え
て
き
た
影

響
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
円
行
の
『
靈
嚴
寺
和
尚
請
来
法
門
道
具
等
目
録
』（
大
正
五
五
、
№
二
一
六
四
）
の
他
、
安
然
の
『
八
家
秘
録
』
中
に
も
「
北
方
毘
沙
門
天
王

隨
軍
護
法
眞
言
一
卷
不
空
行
（
大
正
№
二
一
七
六
、一
一
二
七
頁
中
段
）」
と
、
当
該
文
献
の
名
称
が
記
さ
れ
て
お
り
、
円
行
が
請
来
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
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（
４
）『
護
法
真
言
』
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
佛
教
文
化
学
会
第
三
一
回
学
術
大
会
に
お
い
て
、「『
北
方
隨
軍
護
法
眞
言
』
に
つ
い
て
」
と
い

う
題
目
で
発
表
を
お
こ
な
い
、『
佛
教
文
化
学
会
紀
要
』
第
三
二
号
に
論
文
を
投
稿
予
定
で
あ
る
。

（
５
）
正
式
名
：『
摩
訶
吠
室
囉
末
那
野
提
婆
喝
囉
闍
陀
羅
尼
儀
軌
』
一
巻
（
大
正
二
一
、
№
一
二
四
六
）。

儀
軌
名
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
音
写
でM

ahåvaißrav åya-devakaråjadhåra ¥

と
い
っ
た
原
語
が
予
想
さ
れ
る
。

当
該
儀
軌
の
名
称
に
関
し
て
田
中
公
明
氏
は
、

M
ahåvaißravåya

は
、M

ahåvaißrava

（
大
毘
沙
門
天
）
の
主
格
で
は
な
く
与
格
（dat.

）
形
で
あ
る
。
真
言
・
陀
羅
尼
に
お
い
て
は
、

南
無
毘
沙
門
天N

am
ovaißravåya

の
よ
う
に
与
格
形
が
し
ば
し
ば
現
れ
る
の
で
、
本
儀
軌
の
編
者
は
与
格
を
主
格
と
誤
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
たdevakaråja

（
天
王
）
は
、
単
にdevaråja

（
天
王
）
と
す
べ
き
で
あ
り
、
間
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
接
尾
辞
のka

は
、
合

成
語
の
前
分
と
後
分
の
間
で
は
使
用
し
な
い
。

と
、
文
法
上
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
。（
田
中
公
明
「
東
寺
講
堂
立
体
曼
荼
羅
の
意
義
―
『
金
光
明
経
』
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
―
」『
密

教
図
像
』
第
四
十
一
号
、
二
〇
二
二
年
）

ま
た
、
訳
者
名
の
般
若
斫
羯
囉
（Prajñå-cakura

）
も
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
音
写
で
、
智
慧
輪
と
訳
せ
る
が
、
請
来
者
で
あ
る
弘
法

大
師
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
の
『
御
請
来
目
録
』（『
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
輯
）
に
は
、「
般
若
輪
三
蔵
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
該
儀
軌
の
訳
者
は
般
若
輪
三
蔵
と
考
え
ら
れ
る
。
智
慧
輪
と
般
若
輪
は
別
人
で
、
更
に
、
当
該
儀
軌
の
翻
訳
者
は
生
没
年
を
含
み
詳
細
が

不
明
で
あ
る
。

（
６
）「『
多
聞
天
儀
軌
』
に
つ
い
て
―
『
北
方
真
言
』
と
の
関
係
性
―
」（『
佛
教
文
化
学
会
紀
要
』
二
三
、二
〇
一
四
）

（
７
）
本
論
で
も
述
べ
て
い
る
が
、『
護
法
真
言
』
の
正
式
名
は
『
北
方
毘
沙
門
天
王
隨
軍
護
法
眞（
真
）言
』
で
あ
る
。
こ
の
名
称
か
ら
「〝
護
法
〟

に
関
わ
る
〝
真
言
〟」
が
、
文
献
の
内
容
中
に
説
か
れ
て
い
る
と
想
像
す
る
。

し
か
し
、
文
献
の
名
称
で
〝
真
言
〟
と
記
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
内
容
中
に
は
〝
呪
（
或
い
は
陀
羅
尼
）〟
と
い
う
記
述
し
か
確
認

で
き
な
い
。
文
献
名
と
内
容
が
対
応
し
て
い
な
い
印
象
を
受
け
る
。

（
８
）
大
正
二
一
、
№
一
二
四
八
、二
二
五
頁
中

（
９
）『
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
輯
、
八
七
頁
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（
10
）
主
に
道
教
の
思
想
（
要
素
）
が
儀
軌
中
に
確
認
で
き
る
。
特
に
「
結
界
品
」
第
三
中
に
「
閻
羅
法
王
・
五
道
将
軍
・
太
山
府
君
・
司
命
・
司

録
・
怨
家
債
主
・
冥
官
業
道
・
行
病
鬼
王
」（
大
正
№
一
二
四
六
、二
一
九
頁
下
）
と
い
っ
た
神
々
の
名
称
。
ま
た
「
東
方
青
帝
薬
叉
〈
中
略
〉

南
方
赤
帝
西
方
白
帝
北
方
黒
帝
中
央
黄
帝
等
」（
大
正
№
一
二
四
六
、二
二
〇
頁
上
）
と
い
う
五
帝
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。

（
11
）
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
に
関
し
て
、
主
と
し
て
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
い
。
概
要
や
一
部
の
内
容
（
特
に
尊
容
）
に

つ
い
て
、
若
干
取
り
上
げ
て
い
る
研
究
は
い
く
つ
確
認
で
き
る
の
で
、
記
載
し
て
い
く
。

『
護
法
真
言
』
に
つ
い
て
の
研
究

津
田
徹
英
著
「
滋
賀
・
錦
織
寺
天
安
堂
毘
沙
門
天
立
像
と
天
台
系
所
伝
『
北
方
毘
沙
門
天
王
随
軍
護
法
真
言
』」（『
平
安
密
教
彫
刻
論
』

二
〇
一
六
年
）

『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
に
つ
い
て
の
研
究

田
中
公
明
前
稿
（
脚
注
参
照
）

松
本
文
三
郎
「
兜
跋
毘
沙
門
天
攷
」（『
東
方
学
報
』
京
都
第
十
冊
第
一
分
、
一
九
三
九
年
）

両
文
献
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
研
究

長
部
和
雄
『
唐
代
密
教
史
雑
考
』（
一
九
九
〇
年
）

（
12
）『
護
法
真
言
』
の
は
じ
め
に
長
文
の
呪
が
説
か
れ
、
そ
の
受
持
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
畫
像
法
が
説
か
れ
て
い
く
（
尚
、
呪
は
別
紙
に
て
取
り
上

げ
る
）。
一
方
の
『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
で
は
、
陀
羅
尼
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
儀
軌
（
儀
軌
の
正
式
名
に
陀
羅
尼
と
記
さ
れ
て
い
る
）

そ
の
も
の
を
示
し
て
お
り
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
の
受
持
法
と
し
て
畫
像
法
（「
畫
像
品
」）
が
説
か
れ
て
い
る
。

（
13
）
所
謂
、
兜
跋
毘
沙
門
天
と
呼
称
さ
れ
る
尊
容
が
説
か
れ
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
て
い
る
が
、『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』
は
空
海
に
よ
っ
て
請
来
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
理
由
に
関
し
て
、
田
中
公
明
氏
は
、
兜
跋
型
の
尊
容
が
説
か
れ
た
儀
軌
と
い
う
こ
と
で
請
来
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
14
）
牛
糞
を
地
に
塗
り
て
、
了
っ
て
香
泥
を
取
り
、
重
ね
て
塗
り
了
っ
て
、
五
色
を
以
て
作
す
こ
と
三
重
院
を
画
け
。

（
15
）
乾
か
し
已
っ
た
後
、
便
ち
黄
土
を
取
り
て
細
く
攞
き
、
白
檀
香
末
を
和
し
、
壇
に
泥
し
削
刮
し
て
鏡
面
の
如
く
せ
よ
。
又
香
を
取
り
泥
を
塗

り
て
薰
染
せ
よ
、
即
ち
米
粉
を
五
色
に
染
め
て
壇
上
に
画
尅
し
三
隔
院
を
作
れ
。
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（
16
）
根
本
印
と
吉
祥
天
女
印
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

根
本
印
（
大
正
№
一
二
四
八
、二
二
七
頁
中
）

以
二
手
右
押
左
内
相
叉
。豎
無
名
頭
相
合
。二
頭
指
屈
如
鉤
。若
迎
請
時
向
身
招
。若
撥
遣
時
外
撥
。念
請
時
結
印
當
心
誦
七
遍
。印
頂
上
散
。

然
後
取
念
珠
專
住
念
誦

吉
祥
天
女
印
（
大
正
№
一
二
四
八
、二
二
七
頁
中
）

以
二
手
虚
心
合
掌
開
二
頭
指
二
中
指
二
無
名
指
。
未
屈
如
蓮
華
形
。
二
大
指
二
小
指
竪
合
。
若
念
誦
當
心
結
印
。
誦
眞
言
七
遍
頂
上
散
印
。

こ
の
二
種
の
印
契
に
つ
い
て
は
、
不
空
訳
『
毘
沙
門
天
王
経
』（
大
正
二
一
、
№
一
二
四
四
）
中
に
根
本
印
と
吉
祥
天
女
身
印
と
い
う
印
契

が
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

根
本
印
（
大
正
№
一
二
四
四
、二
一
六
頁
中
）

以
二
手
右
押
左
内
相
叉
。
竪
二
名
指
頭
相
合
。
屈
二
頭
指
如
鉤
。
若
迎
請
時
向
身
招
。
若
發
遣
時
向
外
撥
。
念
誦
時
結
印
當
心
誦
七
遍

即
頂
上
散
。
然
後
取
念
珠
專
注
念
誦
。

吉
祥
天
女
身
印
（
大
正
№
一
二
四
四
、二
一
六
頁
中
）

二
手
虚
心
合
掌
。
開
二
頭
指
二
中
指
二
無
名
指
。
屈
如
蓮
華
形
。
二
大
指
二
小
指
竪
合
。
若
念
誦
時
當
心
結
誦
眞
言
七
遍
頂
上
散

（
17
）『
吠
室
囉
末
那
儀
軌
』「
説
天
王
真
言
品
」
中
に
根
本
印
が
説
か
れ
て
い
る
。

根
本
印
（
大
正
№
一
二
四
六
、二
二
一
頁
下
）

以
両
手
右
押
左
手
相
叉
。
竪
二
無
名
指
頭
相
合
。
屈
両
頭
指
如
鈎
。
若
迎
請
時
向
身
招
。
若
発
遣
時
向
外
撥
。
若
念
誦
之
時
。
結
印
当

心
誦
一
七
遍
已
即
頂
上
散
然
後
取
念
珠
。
専
心
誦
真
言

（
18
）
毘
沙
門
天
の
尊
容
が
説
か
れ
て
い
る
経
軌
類
は
、
管
見
の
限
り
僅
か
な
印
象
を
受
け
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
『
護
法
真
言
』
と
『
吠

室
囉
末
那
儀
軌
』
以
外
で
は
、
次
の
二
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

○
『
陀
羅
尼
集
経
』（
大
正
一
八
、
№
九
〇
一
、八
七
九
頁
）

　
　

毘
沙
門
天
王
像
法
。
其
像
大
小
衣
服
准
前（
身
著
種
種
天
衣
。
嚴
飾
極
令
精
妙
。
與
身
相
稱
）。
左
手
同
前（
左
手
申
臂
垂
下
）。
執
矟
拄
地
。

　
　

右
手
屈
肘
擎
於
佛
塔
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○
『
金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌
』（
大
正
一
八
、
№
九
〇
九
、九
二
三
頁
）

　
　

北
方
毘
沙
門
天
。
坐
二
鬼
上
身
著
甲
冑
。
左
手
掌
捧
塔
。
右
手
執
寶
棒
。
身
金
色
。
二
天
女
持
寶
華
等
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